
1,T,P.A.の 日本版作製 とその 問題点

Ontheproblemsoftheconstructionandits

applicationofI.T.P.A.inJapanAKIRAOKADA

1.1.T.P.A.の 概 要

ITPAと は イ リノイ精神言語能 力検査(llli

noisTestofPsycholinguisticTest)の こ

とであ る。 これは1961年 、Mccarthy,J.J.とKirk

S.A,と に よって2才 半 か ら9才 までの子 ども

の言語能 力の特微 を調 べ るため に作 られ た もの

である。注1日 本 では まだ標準化 されて いない。

Mccarthy,J.J.とKi・k,S.A.は 注20・g・ ・d,

0.Eの 提 唱 してい るコ ミュニケー シ ョン過程 の

模式 図か らつ ぎの よ うに、精神 言語能 力 を設定

した。

コ ミュニケー シ ョン過程 の モデルはつ ぎの三

つの面 か ら理論 的 に組 み立 て られ る。

コ ミュニケー ション回路

機構 の水準

過程

上 の3点 であ る。 コミュニ ヶ一 ションの回路

channelsofcommunicationと は 、刺 激入力 と

反応出力 との いろいろな組合せの こ とで ある。

刺激の方 は、聴覚 、視覚 お よび触覚 か ら入 る三

通 りがあ り、反応 の方 は音声 に よる場 合 と動作

に よる場 合 とがあ るか ら、刺 激 と反応の組合せ

は六通 りある ことになる。

Mccarthy,JJ.ら は 、 この中か ら聴覚一 音声

回路 と視覚一運 動 回路 だけ を残 した。2才 ～9

才 の子 どもに最 も関係 が あるか らとい う理 由 で

ある。

次 に機構 の水準1evelsoforganizationは 、

個体 にお ける機能 の複雑 さ程度 を表わ した もの

岡 田 明

で ある。 これは三つの水準 か ら成 り立つ。

まず 、代 象水準 は言語表 象の意味 を取 り扱 う

の に十分 高度 な機能 であ る。統合水準 は言語表

象 の配列 順序や反応連鎖 の習得 を扱 うレベル で

あ る。過去の経験 か ら未来 を予測 す る能 力 な ど

より自動的 、習慣的 な生活 を扱 う水 準で ある。

放 射水準 は生得 的生理 的過程 を扱 う もの であ る。

この過程 は教育 によって変 え るこ とがで きない

の で、この後の考察か らははず され てい る。

過程processと は 、正常 な コ トバ の使用 に必要

な習慣 の習得 と使用 の過程 全体 をさ してい る。

お もな過 程 は三っ あ る。聴覚 的 な刺 激や視覚的

な刺激か らその意 味 を とりだす解 号decoding

自分 の思考 な どをコ トバや 身ぶ りに よって外 に

表出す る構号encodingお よび言語表象 を操作 す

るの に必要 な習1貫の全体である連合association

で あ る。

この ような考察 を通 して、精神 言語能 力 は、

特定 回路 を通 しての特 定の水準 にお ける特定 の

過程 の能力 として規定 され ることになる。

二っ の回路 、二っの水準 、三つの過程 に、精

神言語能 力が しば られて きたの で、十 二の能力

面 が残 ったこ とにな る。摯しか し、実 際上 の要求

に よって、 この十二 の能 力面 が九つの能力面 に

しぼ られ た

代 象水準 で は表象 を取 り扱 う能 力が問題 に され

る。つ ま り表 象の意味 を理 解 した り、 自分の考

え を表 象 にして表 わ した り表象 をそれぞれの意
ゼ

味にもそそとついて相互に関係づける能力がそ
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図1 精神言語能力のモデル

聴覚的 覚的刺激

代象水準

1.聴 覚 理解

2.視 覚 理解

3.聴 覚 一音声連合

4.ネ 見覚一運動連合

5.音 声 表現

6.動 作 表現

の中心 にな る。

理解能 力の中 には、話 された コ トバ を理 解 す

る能力(聴 覚理解)と 絵単語 や書 きコ トバ を理

解 す る能 力(視 覚理 解)が 含 まれてい る。

連合能 力の中には、聴覚一音声連合 と、視覚

一動 作連合 が含 まれ る
。前者 は、話 され たコ ト

バ を意味 をなす ように関係 づ ける能 力で
、「スー

プ は熱 い。アイスクリームは?」 と言わ れた ら 「冷

た いdと 答 え る類 で ある。後者 は視覚 的表 象 ど

お しを、意 味 をなす ように関係づ け る能 力 であ

る。 その場合 に、移行 のtransitional概 念 や、

代 置のsubstitutional概 念 が適用 され る。

表現能 力 の中には、音声表現力 と動作表 現力

が含 まれ る。前者 は 自分の考 えを話 しコ トバで

表現 す る能 力であ り、後者 は身ぷ りで表 わす能

力で ある。

自動一 配列水準 の能 力 には、表象配列 の長期

記憶 と短期 記憶 が含 まれて いる。

聴覚一音 声 自動能 力崎 よって、人 は言語 面に

おけ る過去 の経験 か ら未 来ので きご とを予 測す

るこ とがで きるの であ る。

HereisanapPle,Herearetwo-、 の場.

合 には、 リンゴの複数 が 自動 的に出 てこなけれ

動作 と言語による反応

自動一配列水準
7.聴 覚一音声自動

8.聴 覚一音声配列

9.視 覚一運動配列

ばならない。

配列能力の中には、聴覚一音声配列 と視覚一

運動配列 とが含まれている。前者 は聴覚表象を

順序正 しく復唱する能力であ り、後者は視覚的

刺激の順序 を正 しく再現す る能力である。

III.T.P.Aの 下 位 検 査

A代 象 水準 のテスF

こ こでは、有意味 な シンボル を扱 う子 どもた

ちの能 力の ある面 を評価 す るこ とをね らってい

る。つ ま り、 シ ンボルの意味 を理解 す るこ と

解号decoding、 有 意 味 な考 え を表現 す るこ

と 構号¢ncodingお よび有意味 な基礎 をもっ

て シンボル を関係づ ける こと(連 合association

をそ の内容 と している。

まず、解号 で あるが、 これは聴 覚的 な らびに

視覚的 シンボル を理 解す る能 力で ある。つ まり

話 しコ トバ や書 きコ トバや絵 を理解 す る能 力で

あ る。

1解 号検査

テス ト1.聴 覚 解号

概要 このテス トは、話 コ トバ の理解 力 をみ

..



1.T.P.A.の 日本 版 作 成 とそ の 問 題 点

る もので ある。初 めの4問 は、わか りや す くす

るため に、 「あな たはごはん を食べ ます か」 と

いった ように、子 どもの行動や動作 な どをたず

ね る問題 になってい る。

材料 な し

練習 の しか た

た とえば、6才 未満 の もの には、教示 をつ ぎ

の よ うに与 える。 練 習問題1に ついて、

「○○ さん
、あなたは ごはん を食べ ます かd

とい う。被験 者 が正 し く反応 した時 には、 「そ

うで す あな た は 食 べ ます ね。 では、 あなたは

雨 をふ らせ ますかdと い って次 の問題 に入 る。

被験 者 が小 さ くて、 ことばで反応 す るこ とがで

きない ときに は、 うなず いた り、首 をふ った り

す るよ うな動 作 で反応 させ るよ うなや り方 を し

てもよい。

検査 のや り方

「練習」 の とき とほ とん ど同 じで ある
。 た だ

検査 の ときには、被験者 の答が誤 っていて も、

「違 い ますdと か 「そ うですdと か応答 しな い

で、 「はい、では その次dと い ってつ ぎつ ぎに

問題 をたずね る。

採点 採点 は、記録用紙 の各問の線上 に被験

者 の答 えをその まま 「はい」 とか 欄「いいえ」 と

か記 入 し、 あ とで○ ×をつ ける。粗 点 は、正 答

一箇 につ いて一点 を与 え
、その小計 点 を求め れ

ば よい。

問題文

練習1.あ な た は、 ごはん をたべ ます か、

練習2.あ な たは走れ ます か

1.あ な たは煙草 を吸 います か

2.あ な たは走 れ ますか

3.あ な た は空 を飛 び ますか

4.あ な た はほえ ますか

練習3.飛 行 機 は とび ますか

練習4.自 動 車 は泣 きますか

5.赤 ち ゃん は食べ ますか

6.自 転 車 は飲み ますか

7.リ ン ゴは飛 びま すか

8.着 物 は、 自動 車 を運転 しますか

9.バ ナ ナは電話 をかけ ますか

10ボ ー ルは、 はずみ ますか

11.ワ シは絵 をか きますか

12.山 羊 は食べ ます か

13.針 さ しは元気づ けて くれ ます か

14.子 ど もは山 に登 りますか

15.電 気 は光 りますか

16.女 の 子 はみん な花子 ですか

17.電 話 の ダ イヤル はあ くび を します か

18.晴 雨 計 はおめで とうをいい ます か

19.偵 察 兵 は暗号 を送 りますか

20.ソ ー セー ジは、顔 を しかめ ますか

21.お よめ さんは、夢 をみ ますか

22.イ タチ は、編物 を しますか

23.歯 医 者 さんは、歯 をけずり ますか

24.ペ ン ギンは、 よちよち歩 きますか

25.ハ トは、水 を飲 み ます か

26.組 合 わせ文字 は、機械 に油 をさ しますか

27.大 工 さんはひざ をつ いて働 きますか

28.顕 微 鏡 は物 を拡大 しますか

29.注 射 器 は考 え ますか

30.ガ ソ リン入 れは光 を出 しますか

31.も ぐらはあな を掘 ります か

32.含 水 炭素 は栄養 があ ります か

33.侵 食作 用 は思考 しますか

34.城 は 罰 をあたえ ますか

35.流 星 は衝 突 します か

36.婦 人 は う とう と寝 ますか

テ ス ト2視 覚解 号 ・

概 要 このテ ス トは絵単語 を理 解 す る能 力 を
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調べ るものであ る。被験 者 には4つ の事物 の絵

の 中か ら、刺激絵 と同 じ、 または似 た比較 絵 を

ただ指 さす だけの 反応 をさせ、絵単語 の理 解力

を調 べ る。

材料 絵単語検査 図版

練 習のや り方 まず被験者 に靴(刺 激絵)を

示 し、 「これを よ く見て下 さいdと いう。 そ し

て5秒 間 だけそれ を見せ る。つ ぎにペー ジをめ

くり、4つ の比較 絵 を示 して、次の ようにい う。

「さあ
、 こ こで、前 に見 たの と同 じものか、 ま

たは、似 た もの を探 して指 さ してご らんな さいd

被 験者 には その名前 え を言 うの ではただ指 をさ ま

す ように させ る。

検査 のや り方 もしも被 験者の精神年令 が5

才 以下 な らば第一 問か らは じめ る。6才 以上 な

らば第四間か ら始 め る。検査 は終 りまでつづ け

る。ただ し8つ の連 続 した問題 の うち、2つ だ

け しかで きない とい うテ ス トの限界 に達 したな

ら、終 りまでや らず にそこでやめ る。 ・

第四間か ら始 め る被験者 は、第4問 か ら連続

して4つ の 問題 が で きれ ば 「基 本水準」 が完成

し、 それ以 前の問題 は正 答 とみ な して自動的 に

得 点 を与 え る。 も しも、連続 して4つ の問題 に

失敗 した ら、 テス トの限界 またはテス トの終 り

に達す るまでテス トをつづ け た後 で前 に もどっ

て 、第3,2,1問 の順 にテ ス トを実施 す る。 そ

して正 し く答えた問題の数 をか ぞ え粗 点 とす る。

採点

記録用紙 には、被 験者が え らんだ比較 絵 の位

置番号 を記録 す るが、検査者 はあ とで正 答欄 を

み て採 点す る。 この テス トの粗 点 は正 しく答え

られ た問題 の数 で ある。

2連 合 テス ト

テ ス ト3

概 要 これ は、話 された コ トバ を意 味 を成す

よ うに関係づ ける能力 をしらべ る もので ある。

材料 な し

練習 のや り方 テス ト問題の 第1問 が練習

問題 に なっている。検査 者 は、 「すわ るの には

いす を使 います。 ね るときは……」 という。 し

ば ら く時間 を とって、被験者 が文章 を完成す る

の を待 っ。

検査 のや り方

いつ も、問題文 の前半 と後半 の一 部 を述べ 、

被験 者 に文章 を完成 させ る。 テス トは、6問 連

続 して失敗 す るとい うテス トの限界が テス トの

終 りまでつづ け る。

問題文 はつ ぎの とお りであ る。

1坐 るときにはイスを使 い ます。 ね るときに

は、

2ご はん を食べ る時 には、お ちゃわん を使 い

ます。 お水 を飲む ときには、

3鳥 は空 を飛 びます。魚 は

4物 をなげる ときには手 を使 います。物 をけ

る時に は

5ジ ョンはお とこです。 メヤ リー は

6ハ サ ミでは切 ります。 えんぴつ で は、

7.の こ ぎりでは切 ります。打 ち くだ く時 に

は、

8.お 湯 は熱い。ア イスク リーム は、

9.赤 信 号 は止れです。青信号 は、

10.昼 間 はお きてい ます。夜 は、

11.食 べ る時 にはスプー ンを使 います。切 る

時 には、

12.手 に はゆ びが ある。 足に は、

13.子 ど もは走 ります。年寄 は、

14.綿 はやわ らか い。石 は、

15.爆 発 す る ときには大 きな音が します。 さ

さや く日寺には、
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16.山 は 高 い 。 谷 は

17.王 様 は 男 で す 。 女 王 様 は

18_い た ず ら小 僧 は ふ と っ て い る 。 え ん ぴ つ

は 、

19.コ ・一 ピー は に カこい 。 さ と う は 、

20.鉄 は 重 い 。 羽 は 、

21.十 円 玉 は 丸 い 。 物 指 は

22.う さ ぎ は 早 い 。 か め は

23.紙 や す り は ザ ラ ザ ラ して い る 。 ガ ラ ス は

24.三 は 奇 数 で す 。 六 は

25.立 方 体 は 、4角 で す 。 ボ ー ル は 、

26.海 は 深 い 。 池 は

採点 記録用紙 の線上 に被験者 の答 をその ま

ま記録 す る。正答 は、正答例 に よって採点 をす

る。粗 点 は、正 しく完成 した問題数 である。 練

習 に使 った第1問 も第一試験 で正 答 な らば、一

点 をあたえる。

テ ス ト4視 覚 運動連合

概 要 このテ ス トは、 日常 見 なれた事 物 につ

いて似 た ものや対 にな った もの を組 み合わせ る

力 を見 るもので あ る。

材料 絵単語図版 の他 、検査用 に作 られ るつ

ぎの ようなお もちゃの事 物

靴下 、ハ ンマ ー、靴 、 えんぴつ、人形 の着物

メモ帖、洋服か け、釘 、コ ップマ ッチ 、ぬい針 、

糸 、 ピン

練 習の しかた

た とえば、被験 者が6才 未満の ときには、先

ず、お もちゃの靴 、ハ ンマー、靴下 を被 験者の

前に横 に一列 に並 べ る。並 べ る ときに、左 か ら

順 に その名前 を言 う。 それか ら靴 を手 に持 って

次の ように言 う。

「こ こにある もの(ハ ンマー と靴下 を指 しな

が ら)の 中、 どれが これ(靴 の こと)と 仲 よし

ですか,」

この時被験 者が事物 の名前 を言 うの ではな く

事 物 を指 さす ように注意 す る。

検査 のや り方

6才 未満の被験者 の場合 には、表 に示 され た

事物 を、被験者の前 に左 か ら一列 に置 く。表中

の ア ンダー ライ ンの施 して ある事物 を手 に持 ち

残 りの事 物 を指 さ しなが らつ ぎの ようにい う。

「ここにあ るものの 中の どれが、 これ と(手

に持 った もの)仲 よ しです かd

検 査の問題 を実施 中は、正 答、誤答 にかかわ

らず、「はい、で は次dと のみい って、つ ぎつ ぎ

に問題題 を実施 す る。

採点 被験 者 が指 さ しだ事 物や絵 の位 置番号

は、記鉦 用紙の記 入欄 に記入 し、正答 には○、

誤答 に は×印 をつ け るこ とは、前 に述 べ た とお

りであ る。

採 点 は、正答一 箇 につ き一点 を与 え、 その小

計 点 を求め れば よい。

3構 号検査

構号 とい うの は、思 想 をコ トバ又 は、 ジェス

チ ャーに置 きか える能 力で ある。

テス ト5.音 声 構号

概要

このテ ス トでは、被 験者 にボールや積 木 な ど

の単 純 な事物 につ いて、コ トバで説明 をさせ る。

得 点 は、与 え ちれ た事物 について、 コ トバ で説

明 をさせ特性 の数 で決 め るようになってい る。

材料 ボール、チ ョー ク、積 木 、セル ロイ ド

練習 のや り方 ガラス玉 を被験者 に手渡 して

検査者 は、次の よ うに言 う。

「これ につ いて な ん で も よい か ら、私 に話

を して くださいd被 験 者 が望 む な らば、 そ の

ガラス玉 を手 に とっ て観 察 させ て もか まわ な
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い 。

有意 な説 明が ない ときには、 「これ は何 です

かd「 これ は、何 で出来 てい ますかd「 この色

は、何色 ですかむ 「これは何 に使 い ますか司 な

どといって もよい。'

検 査のや り方

検査者 は、第一 問 と してボール を被験者 に手

渡 しして、次 の ようにいう。

「これにつ いて、 なんで もよいか ら話 を して

くだ さい、」

被験者 が、 それ以上事物 の説明が で きな いと

思 われた ら、次の問題 に移 る。

採点 「共通反応」commonresponseは 、

記録用紙 に記 入されてい る。 その反応 があ らわ

れた ときには、検査者 は それ をチ ェックし、そ

れぞれの反応 に一点 をあ たえる。 「共通 反応」

以 外の反応 は、すべて詳細 に、記録 用紙の余 白

に記 録す る必要 があ る。

意味の あ る正 しい反応 にはすべて一点 をあた

える。

テス ト6.運 動 構号

概要 この テス トは、事物 または、事物 の絵

を示 して、 それ を適切 に使 う能力 をみ るもので

あ る。た とえば、 コップの絵 に対 しては、 それ

で飲 む まね をすれば正 答 とす る。

材 料 お もち ゃのハ ンマー 、お もちゃの ピス

トル、 お もちゃの水 さ し、お よび絵単語検査図

版

練習のや り方 まず 、被験者 にお もちゃのハ

ンマー を手 渡 して言 う。

「これ は どうす る ものか
、私 にや ってみせ て

下 さい,」

検査のや り方 練習 でや り方がわ かったな ら

ば テス トに入 る。 第一 問 と第二間の みが実 物 を

使 った検査 で、他 はすべ て絵単語 検査 図版 に よ

ってテス トが実 施 され る。 各問 とも実物 または

絵 を示 し、 「これ は どうす るものか 、私 にや っ

てみせ て下 さいdと い う。 この テス トには、 テ

ス トの限界 も 「基本水準」 もない。

採 点記録用紙 に 「代表 的反応」 のチ ェ ック ・

リス トが用意 されてい るので、 その ような動作

を被験 者が したな らば、 それ をチ ェックす る搭

けにす る。 その他 の動作 は、 で きるだけ くわ し
{

く、記録用紙 のそれぞれの記 入欄 に記 録 す る。し

この テス トの満 点は27点 で あ る。

B自 動一 配列 水準の テス ト

この水準 のテス トは、意味 をもたせ ずに表象 を

扱 う能 力 と して表象配列 の長期 把持 と短 期間の

記憶 力 とを見 る ものか ら成 り立つ。

1.自 動 テ ス ト

われわれが言語 を高 い頻度 で使 っ た り、 また、

言語 の もつ豊か な冗長性redudanciesと に よっ

て、特 に意識的 な努 力 を しないで、文章構造 や

活用 を自動的 に取扱 い うる習慣 が身 につ いてい

る。言語学的 な構 造 によ くなれ ると、す でに読

んだ り聞 いた りしたこ とか ら、次 に読 んだ り言

われ た りす るのあ ろう支法構 造 を予測 す ることで

が で きるようになる。話 す'ときで も書 くときで

も、 これ らの 自動 的 な習慣 のおか げで、人 に送

るメ ッセー ジの内容 にだけ意識的 に注意 を集 中

して表現 し、 その情報 を表現す るための コ トバ

のカ は 自動 的 に出て くる。

子 ス ト7聴 覚一音 声 自動 テス ト

この テス トはその まま飜案が きか ない し、理

論 的 にも、最 も問題 の ある ところで ある。 よっ

て、 くわ しい考察 はあ とにゆず るこ とにする。

この聴覚一音声 自動 テス トは、過 去経験 か ら
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将来 の言語 的事 件 を予 測す る もの であ る。 「自

動 的」 といわれ るの1よ、それが意識的 な努 力 な

しにお こなわれ るか らであ る。

例 文 を一 つだ けあげ る。

Fatherisopeningthecan.Nowthecan

hasbeen。 とい う問題 で の ところ

を活用 させ て、文 章 を完結 させ るこ とが要求 さ

れ る。問題 は全部 で22題 あ る。

2。 酉己歹U検査

配列 とい うの は、一 系列の表象 を正 しく再現

す る能 力 である。 これ には視 覚的 または聴覚的

な記憶 力 による ところが大 きい。

テス ト8.

概 要 これ は聴覚的 な記憶 によって数 系列 を

順序正 しく復 唱す るテス トで ある。

材料 な し

練習 のや り方 精神年令 が6才 未満子 どもで

は、,テス トの第一 問、 「1-2」 が 、6才 以上 の

子 どもでは、第四間 「6-8-9」 が 練 習問題

に使 わ れる。

数 字 は1秒 に2個 の割合 で検査者 が発声 す る。

そ して、 その数系列 を復唱 させ るので ある。

検査 のや り方

検査 の とき も、練 習の場 合 と同 じように、検

査者 が数 字 を一秒 に二 つの割 合 で発 音 し、被験

者 に復 唱 させ る。 テス トは三問つづ けて、各問

とも二 つの試行 に失敗 す るテ ス トの 限界 までか、

テス トの終 りまでつづ け る。

被験者 には第二試行 までが許 され てい る。

採点 被験 者が正 し く反応 した な らば、記 録

用紙 に○ を、失敗 したな らば× をつ け る。

第一試行 で成功 した ものに対 して は二点 、、

第二 試行 の成行 に対 しては一点 を与 える。二 っ

の試行 とも失敗 した ならば、0点 で ある。6才

以 上で、 「基本 水準」の完成 した もの につ いて

は、第三問 までの各問題 は正 答 とみ な し、各問

二 点ずつ与 え る。

テス ト9.視 覚 一運動 配列

概要

このテ ス トは、記憶 に よって、絵単語 を順序

正 し く並 べ るテス トであ る。視知 覚 に よって記

憶 し、 これ を手 を使 って配列 す る ところか ら、

この ような名 まえが与 え られて いる。

検査器具 絵単語 と絵単語 の配列板

練習 の しかた まず、 スプー ン とぼ う しの絵

単 語 を被験者 の前 にお き、つ ぎの教示 をあ たえ

る。

「私 をみて くだ、さい。 まず これ を(ぼ う し)、

つ ぎにこれ を(ス プー ン)こ うい うふ うにお くの

です よ。 よく見て くだ さいね。 あ なたに も私 が
)

や ったよ うにや って もらいますか らねdと い っ

てか ら五 秒間 をあ たえる。 それか ら、絵単語 を

配列板 か ら取 り去 り、 よ くまぜ合 わせて被 験者

の前 に置 く。 そ して、検 査 とおな じように配列

させ るの である。

検査 のや り方

検査 に入 ってか らは、三問つづ けて二 つの試

行 に失敗 す る とい う限界か、 またはテ ス トの終

りに達 す るまで テス トをつづ ける。 テ ス ト問題

も練習問題 と同 じや り方 で施行 す る。

採点

記録欄 は二行 になってい る。正 答 の ときには、

記録欄 に○印 を、誤答の時 には×印 をつ ける。

第一 試行 の正答 に対 しては2点 が、 第二 試行の

正 答に対 しては、1点 を与 え る。両 方 とも誤答2

の ときには、0点 とす る 。

テス ト全体の粗 点 は、上記各 問の得点 を加 え

た もので ある。

(93)



1.T.P.A.の 日本 版 作 成 とそ の 問 題 点

III.1.T.P.A.の 日本 版 作 製 上 の 問 題 点

A.聴 覚 一 音 声 テ ス トに つ い て

こ れ は 、 原 版 で は 、 問 題 が つ く りや す い 。 と

い う の は 、 単 数 を即 座 に 複 数 に さ せ た り 、 時 制

を か え さ せ た り 、 ボ イ ス を か え さ せ た り 、 比 較

級 を つ く ら せ た り、 動 詞 を 名 詞 化 さ せ た りす る

こ と が で き る か ら で あ る 。 た と え ば 、 つ ぎ の よ

う で あ る 。

1.Hereisanapple.Herearetwo‐0

3.ThismanIikestoeat.Hereheis‐0

6.Thismanisgoingkowreckhis .car.

Nowthecaris
O

?.Thisstickislong. _Thisstickis

eveno

10.Thismanispainting.Heisao

こ れ らの問題 もか ならず しも"AuditoryVo-

calAutomaticTest"に は なっていな いが、

日本 版で は、これ らの考 えを、 どれ一 つ として

とり入れ る ことがで きない。

単数 も複数 も、 日本語 では、区別 が ない。

その他の問題 も同様 で ある。

中田雅子注3は 、 この問題 について最近 、修

士論 文 にお いてっ ぎの よ うな三案 を提 出 した。

A案

教示:こ れか ら問題 を言 い ます。途中 まで言

い ますか らす ぐ続 きを言 って下 さい。

練 習1運 動 会です。 ヨーイ/

IIじ ゃ んけん を します。 じゃんけ ん/

1お ゆ う ぎを します。 むすんで/

2歌 で す 。 も しも しかめ よ/

3い す か らとびお ります。い ちにの/

9英 語 で す。A・B/

21東 西 南/

25地 震 、 かみ な り、火事/

以 上 であ るが、四年生 まで にや らせ る問題 と

して は、やや、や さ しす ぎるような気 がす る。

また、歌 な ども、か な り特殊 な もの と考 え ら

れ、 もうす こしひろい グラ ン ドの上 で問題 を考

案 すべ きもので あろう。

B案

教 示:こ れか ら問題 を言い ます。途 中 まで

言 いますか ら続 きを言 って くだ さい。

練習 「そ こにおか しがあ ります か」 と聞か

れ た ときの答 えは、 はい少 しな ら/

1"り ん ごが あ ります か"と きかれ た ら りん

ごは少 ししか/

2青 い のは あ りませ んが、赤 いの な ら/

3あ の本 は とてもお もしろい この本 は ちっ

と も/

15私 は め ったに泣か ない。あの子 はいつ も/

25わ た しは夢 で花子 さんが女 王様 に/

こ こでは文法的要素 が生 か されて い るので、

原版 の考 え方 に近 い。 しか し、2才 ～9才 の年

令水準 の子 どもに対す る難 易度は どうであ ろう

か。

C案

教示:こ れ か ら教 え方 につい て ききます。

数 字 を指 で示 しますか ら数 えて ください。

方法:問 題の前半 を読 みなが ら数 を指 で示 す。

(例"1ぽ ん"と 言 いなが ら指 を1本 出す)次 に

問題 の後半 を読 み○ の中に示 した数字 を指 で示

し、それ を子 どもに数 えさせ る。

練 習:(指 を折 りなが ら)数 えて くだ さい。

OO● ●

こん どは紙 を数 え ます。① まい ② まい ③

まい
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問題:

1子 ど もが3人 い ます。男の子が①

2女 の子 が②

補 足質問

上 の質問 で答 えない子 には、次の ように補 足

質問 をす る。記 録 にはfと 記入す る。 人が

③ だ けいる と3人 と言 うで しょう。② い るとき

は何 て い うの。以下 の項 目につ いて も同様 に行

な う。

3鉛 筆 を数 えます。1ぽ ん ②

4犬 です1ぴ き ②

5時 間 を測 ります。1ぷ ん ②

154567.8.9.10

25食 パ ンを'数えます。1き ん2き ん ③

Automaticな 要 素 が入 ってお り、B案 より内

容 的 に均 質 にな っているが、原案 にある文法的

要素 は稀薄 にな ったよ うであ る。

オ スグ ッ ドの言語 心理学 的理論 をふ ま えた 自

動 テス トを今後 とも研究 してみ る必要性 が ある。

B問 題文 につ いて

た とえば 連合 テス トで 「足ゆび」 と 「手 の

ゆび」の区別 を要 求 しゼい るが、我が国 には、

それ らを区別 す る語 いが ない。

我 が国の子 どもの語 いや生 活か ら、文章 を構

成 しな けれ ばな らないであろ う。

C絵 につ いて

視覚解 号 テス ト、視覚 運動 テス ト、運動構号

テス ト、 な らびに視覚 運動配列 テス トに絵 が必

要 であ るが、 いずれ もわ が国 の実情 にそわない

ものがあ るた とえば、ベ ッ ドの問題 な どが それ

であ る。 これ らも日本風 の絵 にかえてい

くこ とが必要 であ る。

D使 用語学 彙 もわが国の もの(例 えば阪本

一郎著 教 育基本語学彙 牧書店)を 使 用すべ き

である。 これ は聴覚解号 テス トで考 慮 しなけれ

ばな らぬ点 であ る。

E運 動 構号 テス トで は、楽器 が多す ぎる し、

encodingと い う1ごはあ ま りに も単純 な問題 が 多

い。 このテ ス トは、 ビネー語 い検査 との相 関 は

高 いがvalidityに 問 題点 があ る。

F視 覚一 運動配列 テ ス トで、幾何学 図形や

写真 をつか ってあ るが、 これ はSymbo1に お き

かえて記 憶す る傾 向が あ り、 もうす こ し無意味

な図形 にお きか え ることが望 ま しい と思 われ る。

E各 下 位検査 ごとの 日本版作製上 の問題点

につ いて

次 に、各下位検査 ごとに、 もうす こし問題点

を指適 して おこ う。

(1)聴覚 解号 検査

これはcontrolledvocabularytestで あ る

が 、語 い に片寄 りがあ る。 また、 アメ リカの生

活 にはあ るが、 こち らの生 活 にない ものが ある。

項 目数 をふや して語 いの片 よ りを防 ぐように し

なければな らないであ ろう。 まだ応 答がalter・

nativeで あ るが 、 もう一 つ ぐらい選択肢 をふや

した方 が よいであろ う。

(2)視覚 解号 検査

ここでは写真の不鮮 明 さが まず指適 され なけ

れ ばな らな い。 む しろ手が きに した方 が よいで

あろ う。 ノ コギ リな どは、 日本風の ものが望 ま

しい。

5秒 間の提 示 で、刺 激絵 を記憶 しなけれ ばな

らないが、memoryspanを 要 求す る点でやや問

題が ある。

比較絵 は機能 的 に類似 の場合 に選 択 され るべ き

で あって、各称の類似性 によって選択 す るよ う

なもの は、 日本版作製 の ときには除去 されね ば

ならない。

(3)視覚 音 声連合検査.
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ア メ リカの生活 にあって我 が国 にはない よう

な もの 、た とえば スプー ンで食べ る、 とかナ イ

フで 食物 を切 るという ような文 は改訂すべ きで

ある。

また、二 つの文 が、 うま く朕合 で きるような

文 を日本語 と して考 えていか なければな らない。

(4)視覚 運動 連合検査

ここで も写真 が もっ と鮮明 にな らなけれ ばな

らない。又 、聴覚 音声連合検査 の ように、二つ

の絵の関係 か ら、次 に一つ の絵 をみせ、前 の二

つの絵 の文脈効 果か ら一つ の絵 をえ らばせ るよ

うにす る こともよか ろ う。.そ うすれ ば、原版 よ

りも、一義 的 な応答 を期待 す るこ とがで きる と

思 われ る。

(5)音 声構 号検査

説明 させ る ものが、 日常 ご くあ りふれ た 部の 、

た とえば、 ボールや積 木 であ るが、それ につ い

て説明 させ るのは、何 とな く子 どもが不 自然 に

感ず るであろ う。 その ために、被験者 と同 じ方

向 に実験 が向 いて いる とい ったや り方 も考 え ら

れ るべ き者あ る。

また 自発的 な応答 と補 足質問 によってでて き

た応 答 とは区別 して持 主 をすべ きであろ う。

⑥ 運動構 号

な に しろ楽器 が多す ぎるの で、その中の い く

つ か は、他 の ものにお きか え るようにすべ きで

あ る。

また写真 が不鮮 明で よくない。 また得点 に グ

レイ ドをつ け る意味 で、 もうす こ し複雑 な身ぶ

りを要求す る もの もテス トの中 に入 れ るべ きで

ある。

(7)聴覚 音 声 自動検査

これは前 に も述べ た ように最 も問題 のあ る

subtestで あ る。 いずれ に して も、 コ トバが

automaticに 出 て くるよ うな問題 を考 えな くて

は な らない。 その ため には、文章 の あ る部分 を

noiseで 消 して、 その部分 をいわせ るとい った

方法 も考 えられ るで あろ う。前述の三案 も参考

にな るであ ろう。

(8)聴覚 音声 配列検査

これ は数 字の系列 を復 唱す る問題 で あるか ら

特 に問題 はない と思 われ る。

(9)視覚運動配列検査

子 どもが図形 を意味化することを防 ぐために

それぞれの図形は名前がつけられないようなも

のを選ぶことも必要 であろう。
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